


















はじめに 

望ましい母・子関係とは,出生時より母親から子への愛情による絆で結ばれた適切な刺戟が

提出されることである。 

しかしながら,不幸にして出生の時点で,未熟児であるといった理由で特別の養護を受けな

ければならない新生児がいる。これらの新生児は,母子分離が余儀なくされるのであるが,

この早期の母・子分離は,母子の行動に変容を来し,その後の子供の成長・発達に負の要因

をあたえるとの研究があり,注目されている。 

われわれの施設では,子どもの全人的な成長・発達にとって,早期の母・子分離は決して望

ましいことでなく,母親の子どもへのふれあいがあるべき姿を考え,感染防止に充分留意し

て,可能な限り早期に施設内において母子の接触を実施している。 

ここに,われわれの NICU を含む新生児特別養護施設(以下未熟児センターと云う)における

早期からの母子接触が,いかなる相互作用をもたらし,Bonding の問題にいかなるよき効果

を期待が出来るものなのかなど,その早期接触の意義を解明するため,以下にのべる諸種の

調査,観察・測定することを意図して本研究を行う。 


